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カンラン石（Mg1.8Fe0.2SiO4）は，上部マントルと沈み込むスラブの主要構成鉱物であり，マントル遷移層

の深さにてワズレアイトやリングウッダイトといった高圧鉱物へ相転移する．ところが，マントル遷移層

へ沈み込んだスラブの中心付近は温度低いため，カンラン石が準安定的に存在することが知られている．

そのため，マントル遷移層の圧力環境下にてカンラン石のすべり系を評価することは，マントルダイナミ

クスや深発地震発生メカニズムを理解する上で重要である． 

本研究では，マントル遷移層へ沈み込んだスラブの温度圧力環境下（圧力 14.5 万気圧，温度 1020-1220 

K）において，D-DIA 型変形装置を用いたカンラン石単結晶のせん断変形実験を行った．カンラン石のバー

ガースベクトル b = [010] 転位すべり系の活動を評価するため， 3 つの異なる結晶方位

（(100)[001],(100)[010], (001)[010]）で実験を行った．変形実験後の回収試料について，走査型電子顕

微鏡，電子後方散乱回折，および透過型電子顕微鏡を用いた微細組織分析を行った． 

実験結果より，1120K で変形した(100)[010]方位試料において，(100)[010] すべり系による傾角粒界の

形成と，two-beam condition 法に基づいた転位組織観察より b = [010] すべり系が活動していることが

示された．これは，マントル遷移層の圧力環境下における b = [010]の初の直接観察である．この(100)[010] 

すべり系は，ポワリエライトを経由したカンラン石からワズレアイトやリングウッダイトへの擬マルテン

サイト相転移を誘起することが期待されるが，本研究ではその相転移は観察されなかった．本研究の結果

は，差応力が(100)[010]すべり系によるキンクバンドを形成するのに十分な大きさに達した際，カンラン

石の擬マルテンサイト相転移が誘発され，これが沈み込んだスラブの曲げ部分において深発地震を引き起

こすことを示唆している． 
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英文抄録（100 語～200 語程度にまとめてください。） 

To evaluate the activation of olivine slip system in the slab subducted into the mantle 

transition zone, we conducted shear deformation experiments of olivine single-crystals under a 

pressure of 14.5 GPa and temperatures of 1020–1220 K using deformation-DIA type apparatus. We 

tested in three orientations: (100)[001], (100)[010], and (001)[010]. Electron back-scattered 

diffraction analysis of the (100)[010] oriented experiment revealed the formation of tiltwalls 

built by the (100)[010] slip system. Furthermore, transmission electron microscope observation 

confirmed the presence of dislocations with Burgers vector b = [010], although b = [001] remained 

dominant. These results provide the first evidence for the activity of the (100)[010] slip 

system under the pressures of the mantle transition zone. Our findings suggest that the 

(100)[010] slip system which induces the quasi-diffusionless pseudo-martensitic transition of 

olivine to wadsleyite/ringwoodite via poirierite could be more promoted under higher pressure 

and/or stress conditions. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


